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10：20～12：30（10 分＋40 分×3） 
・開会の挨拶 
【科学研究費補助金・特別研究促進費による突発災害調査研究平成 29 年度報告】 
「2017 年 3月 27 日に栃木県那須町で発生した雪崩災害に関する調査研究」 
上石 勲（防災科学技術研究所） 

















14:50〜15:20（15 分×2）【2018 年自然災害調査】 
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（ポイント①トレンチ，2017 年 4 月 2 日撮影）
図－7 積雪内の樹木の状態 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































都道府県 期間 場所 備考
福島県 2017年12月25日 福島市 県高体連登山部冬季登山技術研究大会の一環として実施「演習なし」
宮城県 2018年1月13日 蔵王町 県高体連冬山顧問研修会の一環として実施「演習なし」
長野県 2018年1月20日 大町市 中信地区安全登山研究会研修交流会の一環として実施
三重県 2018年1月27日 四日市市 三重高体連登山専門部安全登山研修交流会の一環として実施
「演習なし」
新潟県 2018年2月2～3日 長岡市 県高体連登山専門部講習会の一環として実施
秋田県 2018年2月2～3日 秋田市 全県顧問冬山講習会の一環として実施「演習なし」
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図 2 筑後川右岸流域と支川流域                  図 4 筑後川右岸流域の被害形態 
(3h) Google  
(a)3 時間雨量 
 (48h) Google  
(b) 48 時間雨量 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(2017)：平成 29 年 7 月 5 日から 6 日に九州北





































































































































気噴火活動で知られている(Uto et al., 1983, 寺田, 
2018)。これまで地球化学的研究(Ohba et al., 
1994,2000; Ohwada et al., 2003)や地震学的研究
(Nakano et al, 森ほか, 2006)・測地学的研究（寺
田ほか, 2014），地球電磁気学的研究(Takahashi and 
―25―
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図 3 （その 1）2017 年 9 月 17 日における 9 時～12
時の毎時の時間降水量（mm）の分布 
図 2 2017 年台風 18 号の進路と気象庁アメダスに
よる 9 月 16 日から 17 日の 2 日間の積算降水量の分




































































































図 3 （その 2）2017 年 9 月 17 日における 13 時～16 時の毎時の時間降水量（mm）の分布 

























































































































































































































































































































































































































































































































































表 1 平成 29 年台風第 18 号による災害に係る被害状況 
（大分県防災危機管理課，平成 29 年 10 月 18 日 17 時現在） 
表 2 平成 29 年台風第 18 号による災害に係る被害状況 

























































































































































































図 8 津久見市の市街地における洪水ハザードマップ（左）および DEM（標高地図）・浸水深図（右） 
（図中の数字は写真 1～12 の位置） 
浸水深112cm
写真 1 店舗における浸水被害（高洲町） 






















































































写真 3 銀行の駐車場における浸水の痕跡（中央町） 
塵芥痕跡153cm














































































































写真 8 津久見市役所前の土砂堆積（宮本町） 
浸水深90cm 日豊本線




写真 10 店舗における浸水の痕跡（中田町） 
浸水跡123cm
写真 11 津久見高等学校の体育館における浸水 
の痕跡（大字津久見） 
浸水跡133cm
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ている可能性がある（Honda et al., 2009）。またユー
ラシア大陸の南側では，亜熱帯ジェットに沿う中東
























































































































































図-6  都道府県別の雪による死者数 
 





 (1) 概要 
2018 年 2 月 4 日から 7 日かけて福井県嶺北地方は
大雪に見舞われ，福井市では昭和 56 豪雪以来 37 年
ぶりに最深積雪が 140 cm を超えた（図-8）。この大
雪により，福井県坂井市から石川県加賀市に亘る国
道 8 号線では，スタック車両が多発し，大規模な車
両滞留が生じた。その延長は最大で約 20 km であり，
滞留車両台数は最大で約 1500 台に及んだ（写真-1）。
車両滞留による通行止めは 2 月 6 日 11 時から 2 月 9













続いた 2 月 6 日 0 時から 2 時の間に発生した。0 時













(a) 平年値の約 7 倍の降雪量と通勤時間と重な
った集中降雪 
福井市における 2 月上旬の最深積雪の平年値は 32 
cm（気象庁の過去データ）であり，今回の大雪では
その 4 倍以上の降雪があった。2 月 5 日 16 時からの
24 時間降雪量は 67 cm に達し，通勤時間にあたる 2
月 6 日 7 時から 10 時の 4 時間には累計 24 cm もの降
雪があり，最大時間降雪量は 9 cm/h であった。 
(b) 降雪量と予測情報の相違 








よって，車両滞留が常態化した 8 時半と国道 8 号線
の通行止め開始の 11 時までに時間差が生まれた。 
(c) 北陸道通行止めによる交通量増加 
 北陸道（武生 IC から小矢部 IC）は 2 月 5 日 23 時
40 分に通行止めの処置が取られ滞留。結果的に国道
8 号線の交通量は 2 倍近くに増えた。 
(d) 路肩の狭い 2 車線道路と急な縦断勾配道路 







































図—9 に佐渡市両津における 1 月の最高気温と最低
気温の推移を示す（気象庁）。最高気温は 4℃～10℃
で推移していたが，1 月 23 日以降，低下し，1 月 25
日，26 日には氷点下まで下がり，27 日に氷点下から




図—10 に輪島市における 1 月の最高気温と最低気
温の推移を示す。輪島市も佐渡市両津と同様に 1 月




































佐渡市では 1 月 28 日～2 月 3 日までの 7 日間，輪






















図-9  佐渡市両津における1月の最高気温，最低気温 
 
 





































































































































































































-14）で，2018 年 2 月 13 日と 3 月 9 日に流下延長 2 km
以上の性質の異なる大規模な雪崩が 2 回発生した。
その雪崩の現地調査結果を示す。 






た。2 月 13 日の雪崩は道路下のダム湖上を流下しさ
らに，対岸に乗り上げていた（図-15）。ダム湖には
雪崩による倒木やデブリが湖面に浮かんだ状態であ



















図-16  2回目の雪崩の発生状況（2018年3月11日調査) 
 
(2) 気象・積雪状況 
























































対応が行われた。3 月 1 日には強い雨や風をともな

















































































































写真-7  積雪に乗り上げて堆積したデブリ（辺別川） 
 
7.3 今後の課題 
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(Zhang et al. 2017,坂東ら 2017)するとともに，マ
ンホール内の水の挙動に関する実験(Zhnag et al. 
2017,2018, 松田ら 2017)も行ってきた。さらに，GPS
可降水量を用いた大雨予測指標の評価(森ら 2016, 

















・Kdp -R関係式( Z > 30 dBかつKdp > 0.3 deg./kmの場
合適用) 




 Z=BRβ        (2) 
Kdp -R関係式に関してはMaki et al. (2005)の式を基に
しているが，本レーダーにおいてKDP-R関係式の過小
評価が確認されていることからXRAINを参考に補正




























































図-1 各レーダーの観測範囲 緑は既存、黄色は 2018





































































































a r a r a r
0-10 1.07 0.88 1.01 0.81 0.95 0.87
10-20 0.88 0.84 1.04 0.79 1.31 0.78
20-30 0.81 0.75 0.99 0.7 0.78 0.56
30- 0.72 0.68 - - - -
Asakura Monobe Aki
Table 2 Regression and correration coefficient at each distance.
表-1 降雨量回帰直線におけるレーダーからの距
離依存性 
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1 関西電力によると，朝日・夫馬・北方地区等で 6 月 29




























































































































































































































































































































































































表 1 資料区分 


































































表 2 D災害記録の出所分類と配架順 

































海外 全災害 発生年代 古～新 タイトル順 資料数が少ないため、発生年のみを配架の手がかりにして単純化している 
*1 遠隔地津波など、被害が津波のみの場合 
*2 死者 1,000 名以上または社会的にインパクトの大きい災害 
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